
第 13次鳥獣保護管理事業計画の概要 
 

１ 概 要 

  環境大臣が定める「鳥獣の保護及び管理を図るための事業を実施するための基本的な指針」に即して，

本県の鳥獣保護管理事業を実施するための基本的な方針や取組（鳥獣保護区等の指定，鳥獣の捕獲許可，

特定鳥獣保護管理計画，鳥獣の生息調査，実施体制等）を定める鳥獣保護管理事業計画を策定する。 

（鳥獣保護管理法第４条） 

 

２ 第 13次鳥獣保護管理事業計画の概要 【計画期間：R4.4.1～R9.3.31】 

 

 

（１） 方針 

鳥獣保護区等は，野生鳥獣の捕獲等を禁止し，多様な鳥獣の生息環境を保全することにより，安定

した保護繁殖を図り，生物多様性の保全に資することを目的に設定するものとする。指定等に当たっ

ては，鳥獣による農林水産業被害等地域の実情や地元関係者の意見を踏まえ対応する。 

（２） 鳥獣保護区の指定計画 

 箇所 面積（ｈａ） 保護区名 理  由 

12 次計画終了時 97 57,349   

指   定 0 0   

区域拡大 0 0   

縮   小 2 2,195 七塚，比婆山 有害鳥獣による農作物被害の増加 

満了・解除 0 0   

13 次計画終了時 97 55,154   

（３） 特別保護地区の指定計画 

 箇所 面積（ｈａ） 特別保護地区名 備 考 

12 次計画終了時 8 7,962   

指   定 
7 7,945 宮島（弥山），帝釈峡，三段峡，斎島周辺，比婆山，苅尾，

もみのき森林公園 

再指定 

区域拡大 0 0   

縮   小 0 0   

満了・解除 7 7,945  満了後再指定 

13 次計画終了時 8 7,962   

（４） 休猟区及び特例休猟区  指定計画なし （必要に応じ指定を検討） 

（５） （追加）狩猟鳥獣（イノシシ，ニホンジカを除く）捕獲禁止区域の指定を検討 

 

 

 

  キジ放鳥事業  鳥獣保護区及び一般猟野の生息適地に毎年 1,000 羽を放鳥する。 

 

 

 

（１） 鳥獣の区分と保護管理の考え方 

      希少鳥獣，狩猟鳥獣，外来鳥獣等，一般鳥獣についての保護管理の考え方 

（２） 捕獲許可基準の設定 

   ①許可しない場合の基本的な考え方  

   ②許可に当たっての条件の考え方   

   ③わなの使用に当たっての許可基準 

   ④保護の必要性が高い種又は地域個体群に係る捕獲許可の考え方 

   ⑤鉛中毒が生じる蓋然性が高いと認められる地域に係る捕獲許可の考え方 

（３）目的別の捕獲許可基準 

（３）－１学術研究を目的とする場合 

（３）－２鳥獣の保護を目的とする場合  

（３）－３鳥獣の管理を目的とする場合 

（３）－４その他特別な事由の場合 

（４） その他，鳥獣の捕獲等及び鳥類の卵の採取等の許可に関する事項 

（４）－１捕獲許可した者への指導 

鳥獣保護区，特別保護地区及び休猟区に関する事項 

鳥獣の人工増殖及び放鳥獣に関する事項 

鳥獣の捕獲等及び鳥類の卵の採取等の許可に関する事項 



（４）－２許可権限の市町長への移譲 

（４）－３鳥類の飼養登録 

（４）－４販売禁止鳥獣等 

（５） 住居集合地域における麻酔銃猟の実施に当たっての留意事項 

 

 

    

（１）方針 

   銃猟又はわな猟による事故発生のおそれのある区域について，猟具を定めて使用を禁止する。 

（２）特定猟具（銃器）使用禁止区域指定等計画 

 箇所 面積（ｈａ） 備 考 

12 次計画終了時 43 34,589  

指   定 16 4,348 再指定 

区域拡大    

縮   小    

満了・解除 16 4,348 満了後再指定 

13 次計画終了時 43 34,589  

 

 

 ○ツキノワグマについて，第一種保護計画から第二種管理計画に改定し，イノシシ，ニホンジカ，カワウ

については，第二種管理計画（継続）を作成（計画期間 R4～R8) 

 

 

○ガン・カモ調査    

○狩猟鳥獣生息状況調査 

  ・〔ニホンジカ〕 生息状況調査，捕獲情報分析等によるモニタリング 

  ・〔イノシシ〕 捕獲情報分析等によるモニタリング   

  ・〔カワウ〕 生息状況モニタリング 等 

 

 

○保護管理の担い手育成 

 ・安全狩猟射撃講習会(500 人/年) ・わな架設講習会(300 人/年) ・捕獲技術者育成ｱｶﾃﾞﾐｰ(20 人/年) 

○鳥獣保護管理員の配置，研修計画   ○取締り  等 

 

 

 

 ○鳥獣保護管理事業をめぐる現状と課題 

  （追加）大型獣類の市街地等への出没について（出没時の対応方針・連絡体制，出没させないための環

境づくり等） 

 ○狩猟の適正化    

＜猟法（くくりわな）禁止区域の指定計画＞ 

目 的 指定期間 区 域 

ツキノワグマの錯誤
捕獲を防止するため 

現 Ｈ29.11.1～R4.10.31 
新 Ｒ4.11.1～Ｒ9.10.31（延長） 

広島市安佐北区の一部，佐伯区湯来
町の一部，廿日市市吉和，安芸太田
町，北広島町の一部 

 ○傷病鳥獣救護の基本的な対応 （傷病鳥の保護体制） 

 ○油汚染に伴う水鳥の救護 

 ○安易な餌付けの防止 

 ○猟犬の適切な管理 

 ○鳥獣保護思想の普及 （愛鳥ポスター募集）    

○感染症への対応（高病原性鳥インフルエンザ，（追加）豚熱等）    ○法令の普及 

特定猟具使用禁止区域，特定猟具使用制限区域及び猟区に関する事項 

第一種特定鳥獣保護計画及び第二種特定鳥獣管理計画の作成に関する事項 

鳥獣の生息状況の調査に関する事項 

鳥獣保護管理事業の実施体制に関する事項 

その他 


